
事業番号 - - -

（ ）

 地域における競技力向上の現場では、スポーツ医・科学支援の取組み内容や実施体制は様々であり、国民体育大会を開催した都道府県の実施体制が開催後に縮小される事
例も散見される。適切な医・科学支援を地域で実施していくために、地域のスポーツ医・科学支援における中長期戦略を立案・計画し、実行していく人材（アドミニストレーター）を
中心に、コンソーシアムを形成していくことが急務である。

令和6年度要求

-

-

-

82.6

　

　

　

(目) スポーツ医・科学研究支援等委託費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/boshu/detail/jsa_00174.html

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 82.6

83

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

スポーツ振興費

2023 文科 新23 0397

文部科学省

政策 11　スポーツの振興

事業の目的
（5行程度以内）

  国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境整備に資する活動を行うことを目的として、居住地域に関わらず、全国のアスリートがスポーツ医・科学のサポー
トを受けられる環境を整備すること。本事業を通じて医科学サポート体制モデルを構築し普及活動を行うことで、モデルの全国展開の実現につなげていく。

競技スポーツ課
競技スポーツ課長
西川　由香

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
スポーツ基本法第１６条、第２５条

関係する
計画、通知等

持続可能な競技力向上プラン（令和3年12月27日スポーツ庁策定）
第３期スポーツ基本計画（令和4年3月25日策定）
地域におけるスポーツ医・科学支援の在り方に関する検討会議提言
（令和4年11月）

事業名 地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度

施策
11-3国際競技力の向上に向けた強力で持続可能な人材育成や環境
整備

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

-

-

令和5年度
事業終了

（予定）年度 令和7年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

82.6

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - 82.6 82.6

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

地域のスポーツ医科学支援における中長期戦略を立案・計画し、実行していく人材（アドミニストレーター）を確保し、アドミニストレーターを中心に各地域のスポーツ医・科学セン
ターや関係団体（地方公共団体、体育・スポーツ協会・障害者スポーツ協会、競技団体、競技別強化拠点、大学、医療機関、企業等）によるコンソーシアムを形成し、関係機関間
の情報・ナレッジ・リソースの連携・共有、ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）との連携等により、スポーツ医・科学支援対象の拡大や支援内容の質の向上等を行う取組
を支援する。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - 82.6

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

83

-



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

10

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

地域 - - -

目標値 地域 - - -

達成度 ％

-

↓

地域におけるスポーツ医・科学サポート
体制での医・科学支援の実施

モデル事業における医・科学
支援を受けた地域アスリート
の満足度
（5段階評価の4・5の獲得率）

成果実績 ％ - -

-

対象地域においてスポーツ医・科学の関係機関が連携したコンソーシアムを構築

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 地域

- -

5

活動目標 活動指標

-

年度

- -

定量的な成果指標 単位

地域 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

地域におけるスポーツ医・科学サポート
体制のモデルを創出

地域におけるスポーツ医・科
学支援対象の地域数

活動実績

-

7

定量的な成果指標

地域におけるスポーツ医・科学サポート
体制モデルの普及

目標値 地域 - -

年度

地域におけるスポーツ医・科学サポート
体制モデルの全国展開

本モデル事業により普及した
医・科学支援体制構築の地域
数

達成度

単位 令和2年度

-

- - -

事業を通じて連携する地域数

成果実績 地域 -

目標最終年度

達成度 ％

15

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

医・科学支援におけるアンケート調査の結果

令和2年度 令和3年度

-

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

令和2年度 令和3年度 令和4年度
7 年度

-

80

目標年度

6

本事業では５つの団体をモデル地域として採択する。
令和５年度にコンソーシアムの形成及び医・科学支援の試走。令和６年度に医・科学支援の実走及び横展開に資するマニュアルの作成。令和７年度に事業終了
後の実走準備及びマニュアルを活用した普及活動。
コンソーシアムの拡大で５つの団体が３つの地域と連携していくことにより、点で実施していたモデル事業を面として展開及び実走していくことを可能とする。

-

-％

-

目標値 ％ -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

-

令和５年度よりコンソーシアム形成、医・科学支援の試走を行う。
令和６年度に本格的に地域における医・科学支援を実施していただき、支援内容のアンケートを実施する。
試走・実施と段階は踏むものの、初手のアンケートとして、５段階評価のうち、４・５の獲得率80％の評価を目指す。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-

5- -

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

①-２で記載した令和７年度における普及活動により、実際に本事業を通じて医・科学支援体制構築に着手した地域数。
５つのモデル事業が普及活動を行い、１地域が実際に着手を行い、構築に資する活動をする結果。
目標では、モデル事業の５件及び普及する地域５件（着手する地域）を含む１０件を目標としている。

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位

- -



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-

- - - -

目標値 ％ - - - 80

達成度 ％ - - - -

成果実績 ％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

- - - 100

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

医・科学支援におけるアンケート調査の結果
外部有識者評価

↓
成果目標②-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

令和７年度における普及活動により、本事業を通じて医・科学支援体制構築に着手した地域において、実際に医・科学支援を受けた都道府県競技連盟（PF）を対
象にアンケートを実施し、5段階評価のうち4・5の獲得率100％の評価を目指す。
国においては、医・科学支援の満足度調査をハイパフォーマンスサポート事業のアンケートを競技連盟（NF）に実施して行っている。本事業は国での医・科学支援
を地域に浸透させることを目的としているので同様の方法で実施する。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

7 年度

普及地域におけるスポーツ医・科学サ
ポートの質の向上及び支援対象の拡大

医・科学支援を受けたPFの満
足度
（5段階評価の4・5の獲得率）

- - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

医・科学支援におけるアンケート調査の結果

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

令和５年度よりコンソーシアム形成、医・科学支援の試走を行う。
令和６年度に本格的に地域における医・科学支援を実施していただき、支援内容のアンケートを実施する。
令和７年度には最終年度のアンケートとして５段階評価のうち、４・５の獲得率100％の評価を目指す。
また、定性的な評価となるが本アンケートを含む事業報告を行い、外部有識者による評価も実施する。

成果目標及び成果実績
②-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

7 年度

対象地域におけるスポーツ医・科学サ
ポートの質の向上

モデル事業における医・科学
支援を受けた地域アスリート
の満足度
（5段階評価の4・5の獲得率）

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

令和５年度にコンソーシアム形成における医・科学支援の試走を行う。
試走期間ではあるものの、利用者数の把握を行い、翌年度の増加率等の調査を行う。
令和６年度の開始前に令和5年度の状況を鑑み利用予定者設定を各地域で行い、その達成率100％を目標とする。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

対象地域における医・科学支援対象範
囲の拡大

支援対象の拡大に係る医・科
学支援を受けた人数の増加を
示す各地域が設定する達成
率

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - - 100

達成度 ％

活動内容②
（アクティビティ）

対象地域におけるスポーツ医・科学サポートの質の向上と支援対象の拡大

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

対象地域におけるスポーツ医・科学サ
ポート

連携体制による医・科学サ
ポートの地域数

活動実績 地域 - - - - -

当初見込み 地域 - - - 5 5



改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-
事業に関連する

ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

備考

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

成果等をより適切に把握する観点から、事業の成果指標・成果目標等について、その妥当性も含めさらなる検証・検討を行っていく。現状通り

-

-

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和7年度実施)

-
点検結果 -

-

-

本事業は、令和５年度に開始した事業のため、アウトプット・アウトカムで設定した指標に基づく活動実績を確認するなどして事業の実施状況を確認しつつ、引き続
き事業の着実な実施及び適切な予算執行に努めること。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



平成26年度

平成24年度

平成25年度

平成30年度

平成23年度

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

令和2年度

令和4年度 2022 文科 新23 0019



金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

体制整備に係る費用 16 体制整備に係る費用 16

C. D.

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 16 計 16

体制整備に係る費用 16 体制整備に係る費用 16

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 16 計 16

体制整備に係る費用 16

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 16 計

スポーツ
庁（86百
万円）A機関

(16百万
円)

B機関

(16百万
円)

C機関

(16百万
円)

D機関

(16百万
円)

E機関

(16百万
円)

随意契約（企画競争）

○スポーツ医・科学支援の体制構築

○地域アスリートへのスポーツ医・科学支援の実施

○地域における医・科学サポート体制の構築

○モデル構築後の普及に資する活動


	行政事業レビューシート

